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行
事
予
定  

 

五
月 

 
 

八
日 

九
連
打
合
連
絡
会 

 

於
神
社
庁 

 

十
三
日 

九
州
地
区
神
社
庁
長
・
参
事
会 

第
七
十
五
回
九
州
各
県
神
社
庁 

連
合
会
神
職
総
会
懇
親
会 

 

十
四
日 

第
七
十
五
回
九
州
各
県
神
社
庁 

連
合
会
神
職
総
会 

於
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
佐
賀
唐
津 

 

十
六
日 

小
城
支
部
総
代
会
総
会 

於
多
久
市
中
央
公
民
館 

 

十
九
日 

白
鬚
神
社
一
四
五
〇
年
式
年
大
祭 

二
十
一
日 

全
国
神
社
総
代
会
代
議
員
会 

於
本
庁 

 
 

 
 

 

國
學
院
大
學
協
議
員
会 

於
明
治
記
念
館 

二
十
二
日 

表
彰
式 

 
 

 

於
明
治
記
念
館 

二
十
三
日 

神
社
本
庁
評
議
員
会 

 

於
本
庁 

 
 

 
 

 

青
葉
会 

二
十
四
日 

神
社
本
庁
評
議
員
会 

 

於
本
庁 

 
 

 
 

 

班
幣
式 

 
 

 
 

 

神
社
庁
長
会 

三
十
一
日 

役
員
会 

 
 

 
 

 

於
神
社
庁 

 
 

 
 

 

第
二
支
部
北
総
会 

 

於
神
社
庁 

六
月 

 
 

六
日 

神
宮
参
与
・
評
議
員
会
（
～
七
日
） 

於
神
宮 

 
 

十
日 

神
道
政
治
連
盟
本
部
長
・
事
務
局 

長
連
絡
会 

 

十
一
日 

神
道
政
治
連
盟
中
央
委
員
会 

 
 

 
 

 
神
社
庁
事
務
担
当
者
会
（
～
十
二 

日
） 

 
 

 
 

 
  

於
本
庁 

二
十
五
日 

役
員
会 

 
 

 
 

 

於
神
社
庁 

 
 

 
 

 

佐
賀
県
女
子
神
職
会
総
会 

於
佐
嘉
神
社
記
念
館 

二
十
七
日 

第
六
十
三
回
佐
賀
県
神
社
関
係 

者
大
会 

 

於
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル 

   

 

事
務
連
絡  

令
和
六
年
三
月
二
十
六
日
付
総
神
収
第
一
四
七
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
祭
典
行
事
開
催
に
伴
ふ
安
全
対
策
の
徹
底 

に
つ
い
て 

 

標
記
の
件
、
こ
の
度
静
岡
県
警
察
本
部
交
通

部
よ
り
、
巡
行
中
の
山
車
の
横
転
に
よ
っ
て
死

傷
者
が
生
じ
た
事
故
が
発
生
し
て
ゐ
る
こ
と

に
鑑
み
、
祭
典
行
事
開
催
時
に
お
け
る
安
全
対

策
の
徹
底
に
つ
い
て
、
別
紙
の
通
り
注
意
喚
起

の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
本
件
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
に
祭
典
行

事
の
中
止
が
数
年
来
続
い
た
こ
と
に
よ
る
経

験
不
足
や
知
識
・
技
術
の
引
継
ぎ
が
不
十
分
な

中
で
祭
典
行
事
を
実
施
し
、
事
故
に
繋
が
っ
て

い
ま
ふ
こ
と
を
懸
念
し
た
も
の
で
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
依
頼
事
項
の
内
容
を
十
分

御
留
意
の
上
、
祭
典
行
事
の
開
催
に
際
し
て
は

綿
密
な
事
前
打
合
せ
や
情
報
共
有
・
指
揮
系
統

等
、
安
全
対
策
に
万
全
を
期
す
る
や
う
周
知
徹

底
方
御
配
慮
願
ひ
ま
す
と
と
も
に
、
神
輿
、
山

車
、
馬
等
の
境
外
渡
御
に
お
け
る
賠
償
事
故
へ

 

 

第３０８号  

★
発
行
者 

佐
賀
県
神
社
庁 

 
 

 
 

 
 

庁
長 

德 

久 

俊 

彦 

 
 

 
 

 
 

佐
賀
市
川
原
町
八
番
二
七
号 

★
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

 
 

 
 

 
h
i
z
e
n
.
s
a
g
a
k
e
n
-
j
-
c
h
o
u
 

@
s
h
o
r
e
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p
 

祝
祭
日
に
は
国
旗
を 

掲
げ
ま
し
ょ
う 
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の
補
償
と
し
て
の
「
神
社
賠
償
責
任
保
険
（
割

増
契
約
）
」
に
つ
い
て
も
勧
奨
戴
き
ま
す
や
う

お
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。 

以 

上 
 

※
宮
司
宛
て
通
知
（
写
）
を
同
封
。 

 

令
和
六
年
四
月
八
日
付
秘
書
発
第
一
四
二
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
統
理
謹
話
送
付
の
件 

「
次
期
式
年
遷
宮
の
御
聴
許
」
を
拝
し
て
、

統
理
謹
話
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に

通
知
致
し
ま
す
。 

統 

理 

謹 

話 
 

聖
上
に
は
本
日
四
月
八
日
、
第
六
十
三
回
神

宮
式
年
遷
宮
の
御
斎
行
（
令
和
十
五
年
御
斎
行
）

に
つ
い
て
御
聴
許
あ
ら
せ
ら
れ
、
い
よ
い
よ
準

備
が
開
始
さ
れ
ま
す
こ
と
、
御
同
慶
の
至
り
に

存
じ
ま
す
。 

 

式
年
遷
宮
は
皇
家
第
一
の
重
事
、
神
宮
無
双

の
大
営
と
称
へ
ら
れ
、
そ
の
御
創
制
よ
り
御
暦

代
の
聖
慮
の
も
と
、
千
三
百
年
以
上
も
の
長
き

に
亘
り
厳
修
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
本
義
と
沿
革
に
照
ら
せ
ば
、
本
来
は
国

の
責
任
に
お
い
て
行
は
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

確
信
し
ま
す
が
、
昭
和
二
十
年
の
敗
戦
と
そ
の

後
の
占
領
政
策
に
よ
っ
て
、
国
費
に
よ
る
支
弁

の
途
は
絶
た
れ
、
遺
憾
な
が
ら
第
五
十
九
回
以

降
の
御
遷
宮
は
大
宮
司
の
責
任
の
下
に
、
国
民

の
奉
賛
に
よ
っ
て
斎
行
と
相
成
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
点
は
、
将
来
、
必
ず
や
是
正
さ
れ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
現
状
を
耐
へ
忍
ん
で
尚
一
層

神
宮
の
真
姿
顕
現
に
努
め
る
と
と
も
に
、
大
御

心
に
沿
ふ
べ
く
国
民
の
真
心
を
結
集
し
て
、
今

次
の
式
年
遷
宮
が
完
遂
で
き
ま
す
や
う
、
斯
界

を
挙
げ
て
取
組
ん
で
ま
ゐ
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。 

 

ど
う
か
神
職
総
代
を
は
じ
め
関
係
各
位
の

御
協
力
を
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。  

以 

上 
 

 

令
和
六
年
四
月
九
日
付
本
奉
収
第
二
八
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
御
準
備
に

つ
い
て 

標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
よ
り
御

配
意
を
戴
い
て
を
り
ま
す
が
、
そ
の
御
準
備
の

執
り
進
め
方
に
つ
い
て
、
去
る
四
月
八
日
付
を

以
て
宮
内
庁
長
官
を
通
じ
御
聴
許
を
拝
し
た

旨
に
て
、
別
紙
の
通
り
神
宮
大
宮
司
謹
話
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
共
神
宮
奉
賛
に
つ
き

一
層
御
尽
力
下
さ
い
ま
す
や
う
お
願
ひ
申
上

げ
ま
す
。 

以 

上 
 

聖 

旨 

を 

拝 

し 

て 

❘
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮
の 

ご
準
備
に
あ
た
っ
て
❘ 

神
宮
大
宮
司 

久
邇 

朝
尊 

 

次
期
式
年
遷
宮
の
ご
準
備
を
始
め
る
時
期

に
あ
た
り
、
去
る
一
月
二
十
二
日
拝
謁
を
賜
わ

り
、
畏
く
も
「
ご
遷
宮
の
準
備
が
滞
り
な
く
進

む
こ
と
を
願
う
」
と
の
お
言
葉
を
、
ご
準
備
に

あ
た
る
大
宮
司
以
下
へ
の
お
心
遣
い
の
お
言

葉
と
共
に
拝
し
ま
し
た
。
お
言
葉
を
体
し
、
そ

の
具
体
的
次
第
に
つ
い
て
お
伺
い
を
差
し
上

げ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
本
日
、
御
聴
許
の
旨
を
賜

わ
り
、
次
期
式
年
遷
宮
の
ご
準
備
を
神
宮
大
宮

司
に
お
い
て
取
り
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 皇

祖
天
照
大
御
神
を
お
ま
つ
り
申
し
上
げ

る
神
宮
は
、
創
祀
以
来
畏
き
大
御
心
を
戴
き
、

古
儀
を
重
ん
じ
祭
祀
が
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

殊
に
、
二
十
年
に
一
度
、
宮
処

み
や
ど
こ
ろ

を
改
め
、
古
例

の
ま
ま
に
御
社
殿
や
御
神
宝
を
は
じ
め
一
切

を
一
新
し
て
、
大
御
神
の
お
遷
り
を
仰
ぐ
式
年

遷
宮
は
、
天
武
天
皇
の
お
定
め
に
よ
り
持
統
天

皇
の
御
代
に
初
め
て
斎
行
さ
れ
て
よ
り
千
三

百
年
、
国
家
国
民
の
平
安
を
祈
り
、
回
を
重
ね

る
こ
と
六
十
二
度
に
及
ぶ
長
い
歴
史
と
伝
統

を
有
す
る
、
国
を
挙
げ
て
の
重
儀
と
し
て
継
承

さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

前
例
に
よ
り
ま
す
と
、
明
春
に
は
御
用
材
を

伐
り
出
す
御
杣
山

み
そ
ま

や
ま

を
お
定
め
い
た
だ
き
、
遷
宮

諸
祭
の
嚆
矢
で
あ
る
山
口
祭
・
木
本

こ
の
も
と

祭さ
い

が
斎
行

さ
れ
本
格
的
に
ご
造
営
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
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こ
の
と
き
に
あ
た
り
、
畏
く
も
聖
旨
を
拝
し
ま

し
た
こ
と
は
、
誠
に
恐
懼
の
念
に
堪
え
ず
、
そ

の
責
任
の
重
さ
と
使
命
の
重
大
さ
に
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。 

今
後
、
三
十
に
及
ぶ
祭
儀
や
行
事
を
重
ね
、

令
和
十
五
年
秋
の
遷
御

せ
ん
ぎ
ょ

を
目
指
し
て
ご
準
備

に
万
全
を
期
し
、
以
っ
て
聖
慮
に
お
こ
た
え
申

上
げ
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
国
民
の
皆

様
の
深
い
ご
理
解
と
絶
大
な
る
ご
奉
賛
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
六
年
四
月
八
日 

 

令
和
六
年
四
月
十
六
日
付
本
奉
発
第
一
七
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
「
イ
セ
ヒ
カ
リ
」
籾
種
の
神
社
へ
の
譲
与
に 

つ
い
て 

 

標
記
の
件
、
皇
大
神
宮
御
鎮
座
二
千
年
に
当

た
り
聖
寿
無
窮
を
祈
念
し
、
「
イ
セ
ヒ
カ
リ
」

と
命
名
さ
れ
た
稲
の
籾
種
に
つ
い
て
、
本
年
度

も
神
宮
よ
り
左
記
の
通
り
譲
与
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
御
通
知
致
し
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
庁
管
内
神
社
へ
そ
の
旨

お
知
ら
せ
戴
き
、
申
請
と
受
け
渡
し
等
宜
し
く

お
取
り
計
ら
ひ
下
さ
い
ま
す
や
う
、
お
願
ひ
申

上
げ
ま
す
。 

 

尚
、
こ
の
機
会
に
、
貴
管
内
神
社
に
於
け
る

一
層
の
神
饌
田
の
普
及
並
び
に
神
宮
へ
の
毎

年
の
新
穀
奉
納
に
つ
い
て
も
御
推
奨
戴
き
た

く
、
併
せ
て
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 

記 

一
、
申
込
条
件 

 
 

 

譲
り
受
け
た
籾
種
が
神
饌
田
に
て
栽 

培
さ
れ
る
こ
と
。 

一
、
申
込
方
法 

 
 

 

別
紙
書
式
に
よ
り
、
当
該
神
社
宮
司
よ 

り
貴
職
を
経
由
し
て
、
神
宮
司
庁
宛
に 

直
接
お
申
込
み
下
さ
い
。 

一
、
申
込
締
切 

 
 

 

令
和
七
年
一
月
三
十
一
日
（
金
） 

必
着
（
期
日
厳
守
） 

一
、
備 

 

考 

 
 

 

籾
種
の
数
量
に
つ
い
て
は
、
神
宮
一
任 

と
な
り
ま
す
の
で
記
載
し
な
い
で
下 

さ
い
。
尚
、
近
年
は
収
穫
量
の
減
少
に 

よ
り
、
申
請
が
多
数
あ
っ
た
場
合
は
、 

全
て
の
申
請
先
み
お
譲
り
出
来
な
い 

場
合
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
御
承
知
置 

き
下
さ
い
。 

 

ま
た
、
譲
与
に
際
し
ま
し
て
は
、
貴
庁 

管
内
か
ら
の
申
請
分
を
神
宮
よ
り
貴 

庁
宛
に
一
括
お
届
け
す
る
こ
と
と
な 

り
ま
す
。 

以 

上 
 

 

令
和
六
年
四
月
十
六
日
附
本
奉
発
第
一
八
号 

神
社
本
庁
総
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
神
宮
神
嘗
祭
に
「
懸
税
」
奉
献
方
依
頼
の
件 

標
記
の
件
、
神
宮
当
局
の
御
高
配
に
よ
り
、

神
嘗
祭
に
あ
た
り
各
神
社
庁
奉
納
の
初
穂
も

「
懸
税
」
と
し
て
、
大
御
前
に
奉
献
さ
せ
て
戴

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
貴
庁
管
内
へ
そ
の
旨
お
知

ら
せ
の
上
、
取
り
纏
め
等
の
御
対
応
方
、
宜
し

く
お
願
ひ
申
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 

記 

一
、
奉
献
す
る
初
穂 

 
 

 

で
き
れ
ば
貴
庁
管
内
の
神
饌
田
よ
り 

収
穫
し
た
も
の
で
、
両
宮
へ
夫
々
一
把 

(

計
二
把)

 

一
、
要 

領 
 

 
 

別
紙
「
懸
税
に
つ
い
て
」
を
御
参
照
下 

さ
い
。 

一
、
締
切
日 

 
 

 

令
和
六
年
十
月
五
日
（
土
）
必
着 

一
、
送
付
先 

 
 

〒
五
一
六
❘
〇
〇
二
五 

 
 

 

伊
勢
市
宇
治
中
之
切
町
一
五
二 

 
 

 

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
懸
税
係 

 
 

℡
〇
五
九
六
❘
二
四
❘
七
一
六
二 

以 

上 
 

 

令
和
六
年
四
月
十
八
日
附 

國
學
院
大
學
神
道
研
修
事
務
次
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
第
百
五
十
一
回
神
職
養
成
講
習
会 

一
、
階
位
・
期
間
・
受
講
料 

（
権
正
階
） 

 

令
和
六
年
八
月
七
日
～
九
月
七
日 

一
四
三
、
〇
〇
〇
円 
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（
直 

階
） 

令
和
六
年
八
月
七
日
～
九
月
五
日 

一
一
〇
、
〇
〇
〇
円 

一
、
願
書
受
付
期
間 

※
郵
送
受
付 

 

令
和
六
年
五
月
二
十
日 

～
五
月
三
十
日
（
必
着
） 

國
學
院
大
學
神
道
研
修
事
務
課
宛 

※
窓
口
受
付 

令
和
六
年
五
月
三
十
一
日
の
み 

※
詳
細
は
神
社
庁
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

 

令
和
六
年
四
月
十
九
日
附 

 

皇
學
館
大
學
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
第
五
十
三
回
・
第
五
十
四
回 

階
位
検
定
講
習
会 

一
、
期
間
及
び
受
講
料 

（
正 

階
） 

 

令
和
六
年
八
月
八
日
～
十
日 

一
九
八
、
〇
〇
〇
円 

（
権
正
階
） 

 

令
和
六
年
八
月
二
十
日
～
九
月
十
九
日 

一
四
三
、
〇
〇
〇
円 

（
直 

階
） 

 
 

 

令
和
六
年
八
月
二
十
日
～
九
月
十
八
日 

一
一
〇
、
〇
〇
〇
円 

一
、
願
書
受
付
期
間 

 

※
郵
送
受
付 

令
和
六
年
六
月
五
日 

～
六
月
二
十
日
（
必
着
） 

皇
學
館
大
學
神
職
養
成
部
宛 

※
詳
細
は
神
社
庁
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

 

令
和
六
年
四
月
十
九
日
附
鹿
神
庁
第
九
五
号 

鹿
児
島
県
神
社
庁
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
神
職
養
成
直
階
検
定
講
習
会 

一
、
主
催 

鹿
児
島
県
神
社
庁 

一
、
目
的 

 
 

 

こ
の
講
習
会
は
、
神
社
本
庁
の
「
階 

位
検
定
講
習
会
に
関
す
る
規
程
」
の
定 

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
神
社
本
庁
に
所 

属
す
る
神
社
の
神
職
と
し
て
任
用
さ
れ 

る
場
合
に
、
基
礎
資
格
（
学
歴
等
）
に 

従
い
、
必
要
な
資
格
を
短
期
間
に
取
得 

さ
せ
る
目
的
を
も
っ
て
開
い
て
い
る
講 

習
会
で
あ
る
。 

従
っ
て
、
祀
職
・
家
職
を
継
承
す
る 

た
め
緊
急
に
資
格
を
必
要
と
す
る
者
を 

対
象
と
し
て
い
る
。 

一
、
階
位 

直
階 

一
、
期
間 

 
 

 

令
和
六
年
七
月
九
日
～
八
月
八
日 

一
、
会
場 

鹿
児
島
県
神
社
庁
庁
舎 

一
、
申
込
期
限 

五
月
三
十
一
日
（
金
）
必
着 

※
詳
細
は
神
社
庁
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

令
和
六
年
四
月
二
十
五
日
附
崎
神
発
第
一
七
号
二 

宮
崎
県
神
社
庁
長
名
・
神
社
庁
長
宛 

▼
令
和
六
年
度 

直
階
・
権
正
階
検
定
講
習
会 

一
、
主
催 

宮
崎
県
神
社
庁 

一
、
場
所 

宮
崎
県
神
社
庁
「
神
宮
会
館
」 

一
、
階
位 

「
直
階
」「
権
正
階
」 

一
、
期
間 

 

令
和
六
年
七
月
八
日
～
八
月
七
日 

一
、
募
集
人
員 

両
階
位
合
せ
て
二
十
名
以
上 

一
、
申
込
期
限 

五
月
末
日
必
着 

※
詳
細
は
神
社
庁
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

  

事
務
報
告  

【
任 

免
】 

■
妻
山
神
社
祢
宜 

永
代 

優
仁 

杵
島
郡
白
石
町
大
字
福
富 

 

兼
ね
て
福
富
神
社
宮
司
に
任
ず
る 

令
和
六
年
四
月
一
日 

【
階
位
授
与
】 

■
井
﨑 

さ
と
み 

 

無
試
験
検
定
に
よ
り
権
正
階
を
授
く 

令
和
六
年
四
月
十
五
日 

【
承 

認
】 

■
規
則
変
更 

■
境
内
地
目
的
外
使
用 

 

祐
徳
稲
荷
神
社
（
鹿
島
市
古
枝
鎮
座
） 

令
和
六
年
四
月
十
六
日
付 
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【
御
垣
内
特
別
参
拝
許
可
願
申
請
】 

■
波
多
八
幡
神
社
宮
司 

堤 

貞
信 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
六
年
四
月
七
日 

 
 

 
 

 
 

豊
受
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
六
年
四
月
六
日 

 

・
員 

数 

内
田 
正
範 

 

他
三
名 

 

■
伊
勢
神
社
宮
司 

古
川 
和
生 

 

・
参
拝
日 

皇
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
四
月
十
六
日 

 
 

 
 

 
 

豊
受
大
神
宮 

 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
四
月
十
六
日 

 

・
員 

数 

樋
渡 

一
男 

 

他
二
名 

 

【
神
職
帰
幽
】 

■
西
川 

祀
夫 

氏 

 

乙
宮
社
宮
司
（
二
級
） 

令
和
六
年
四
月
二
十
九
日
逝
去 

（
享
年 

八
十
三
） 

 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

 

【
研
修
修
了
報
告
】 

神
社
本
庁
総
合
研
修
所
主
催 

▼
過
疎
対
策
教
化
研
修
会 

一
、
期
間
及
び
開
催
地 

令
和
六
年
二
月
七
日 

（
〇
、 

五
日
間
） 

神
社
本
庁
二
階
大
講
堂 

一
、
修
了
者 

妻
山
神
社
祢
宜 

永
代 

優
仁 

 

神
社
本
庁
総
合
研
修
所
主
催 

▼
第
六
回
神
宮
大
麻
都
市
頒
布
向
上
計
画
研

修
会 

 

一
、
期
間
及
び
開
催
地 

令
和
六
年
三
月
五
日
～
六
日 

（
一
日
間
） 

 
 

 

神
宮
会
館 

 

一
、
修
了
者 

 
 

 

祐
徳
稲
荷
神
社 

権
祢
宜 

池
田 

知
史 

 

 
佐
賀
県
神
道
青
年
会
主
催 

▼
教
養
研
修
会 

一
、
期
間
及
び
開
催
地 

  

令
和
六
年
三
月
七
日
（
一
日
間
） 

神
社
庁
二
階 

一
、
修
了
者 

 
 

新
北
神
社
宮
司 

川
浪 

勝
英 

厳
島
神
社
宮
司 

川
浪
ひ
と
み 

熊
野
神
社
宮
司 
石
橋 

明
彦 

大
江
神
大
神
宮
権
祢
宜 
井
﨑
さ
と
み 

綾
部
八
幡
神
社
祢
宜 

藤
﨑
ま
す
み 

唐
津
神
社
祢
宜 

戸
川 
健
士 

縣
護
國
神
社
権
祢
宜 

川
浪 

雅
英 

金
刀
比
羅
神
社
宮
司 

古
川 

勝
茂 

八
幡
宮
祢
宜 

黒
髪 

宜
嗣 

伊
勢
神
社
祢
宜 

古
川 

恭
子 

佐
嘉
神
社
権
祢
宜 

山
下 

美
幸 

掘
江
神
社
祢
宜 

松
中
朝
比
古 

諏
訪
神
社
（
長
崎
市
）
権
祢
宜 

新
久
田
泰
史 

妻
山
神
社
祢
宜 

永
代 

優
仁 

大
分
県
神
社
庁
研
修
所
主
催 

▼
九
州
地
区
中
堅
神
職
研
修
会
（
乙
） 

一
、
期
間 

令
和
六
年
三
月
十
一
日
～
十
五
日 

（
五
日
間
）

一
、
修
了
者 

高
木
八
幡
宮
祢
宜 

 

大
島 

仁
志 

祐
徳
稲
荷
神
社
権
祢
宜 

前
田 

英
明 

 

研
修
案
内  

福
岡
県
神
社
庁
研
修
所
主
催 

▼
第
八
回
九
州
雅
楽
講
習
会 

一
、
期 

日 

 
 

 

令
和
六
年
五
月
二
十
一
日
（
火
） 

～
二
十
三
日
（
木
） 

一
、
会 

場 

 
 

 

住
吉
神
社 

一
、
受
講
費 

 
 

 

金
二
二
、
〇
〇
〇
円 
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一
、
申
込
期
限 

 
 

 

令
和
六
年
五
月
七
日
（
金
）
迄 

一
、
備 
考 

 
 

 
練
習
曲
は
平
調
五
曲
ほ
か
、
壱
越
調 

（
胡
飲
酒
破
・
賀
殿
急
な
ど
） 

 
 

 

宿
泊
は
各
自
用
意 

 
 

 

神
職
に
は
研
修
修
了
証 

（
二
・
○
日
間
）
を
交
付
す
る
。 

佐
賀
県
神
社
庁
研
修
所
主
催 

▽
第
十
五
回 

九
州
地
区
女
子
神
職
祭
式
研
修
会 

一
、
日 

時 

 
 

 

令
和
六
年
六
月
十
一
日
（
火
） 

 
 

 
 

 
 

午
前
十
時
～
受
付
・
改
服 

一
、
場 

所 

 
 

 

佐
嘉
神
社
記
念
館 

一
、
参
加
費 

 
 

 

三
千
円 

 

寄

贈

書

籍

等

目

録

及

び

御

芳

名 

自
令
和
六
年 

四
月 

 

一
日 

至 
 

 
 

 
 

仝 

三
十
日 

 

・
高
知
県
神
社
庁
報 

第
八
七
二
号 

高
知
県
神
社
庁 

様 

・
霧
島
山
第 

第
一
五
六
号 霧

島
神
宮 

様 

・
ま
つ
の
を 

第
五
十
号 

松
尾
大
社 

様 

・
し
お
が
ま
さ
ま 

第
一
九
六
号 

鹽
竈
神
社 

様 

・
箱
根 

第
二
九
四
号 

箱
根
神
社 

様 

・
東
神 

第
一
〇
三
九
号 

 

東
京
都
神
社
庁 

様 

・
相
模 

第
五
三
六
号 

 

寒
川
神
社 

様 

・
愛
媛
県
神
社
庁
報 

第
六
一
四
号 

 

愛
媛
県
神
社
庁 

様 

・
い
や
比
古 

第
三
一
五
号 

 

彌
彦
神
社 

様 

・
靖
国 

第
八
二
五
号 

 

靖
國
神
社 

様 
 

・
匠
の
技
を
守
ろ
う 

第
四
五
号 

 

日
本
伝
統
建
築
技
術
保
存
会 

様 
 

・
宮
崎
県
神
社
庁
報 

 
 

宮
崎
県
神
社
庁 

様 
・
滋
賀
縣
神
社
庁
報 

第
二
一
四
号 

 
 

滋
賀
県
神
社
庁 

様 

・
す
い
と
く 

第
八
三
七
号 

 

竹
駒
神
社 

様 

・
み
つ
ミ
祢
山 

第
二
六
四
号 

 

三
峯
神
社 

様 
 

・
あ
つ
た 

第
二
八
二
号 

 熱
田
神
宮 

様 

・
砥
鹿 

第
一
四
七
号 

砥
鹿
神
社 

様 

・
北
海
道
神
社
庁
報 

第
一
二
九
〇
号 

 

北
海
道
神
社
庁 

様 

・
奈
良
県
神
社
庁
報 

第
六
六
号 

 

奈
良
県
神
社
庁 
様 

・
東
神 

第
一
〇
四
〇
号 

 

東
京
都
神
社
庁 

様 

・
大
三
島
宮 

第
二
一
三
号 

 

大
山
祇
神
社 

様  

・
富
ケ
岡 

第
一
一
二
号 

 

富
岡
八
幡
宮 

様 

・
庁
報
新
潟 

第
一
三
一
号 

 

新
潟
県
神
社
庁 

様 

・
國
見 

第
二
三
一
号 

 

茨
木
県
神
社
庁 

様 
     

神
社
庁
閉
庁
の
お
知
ら
せ 

 

五
月
十
三
日(

月)

～
十
四
日(

火)
 

九
州
各
県
神
社
庁
連
合
会
神
職
総
会
の
為
、

閉
庁
致
し
ま
す
。 

佐
賀
県
神
社
関
係
者
大
会 

◎
令
和
六
年
六
月
二
十
七
日
（
木
） 

◎
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル 

（
神
埼
市
千
代
田
町
直
鳥
） 

◎
式
典･

･
･

午
前
十
時
よ
り 

◎
講
演･

･
･

午
前
十
一
時
頃
よ
り 

 
 

「
天
皇
さ
ま
の
お
ま
つ
り
」 

大
嘗
祭
に
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
い
て 

 
 

岐
阜
県
恵
那
市 

武
並
神
社
宮
司 

原 

霊
輝 

先
生 

（
元
宮
内
庁
掌
典
職
） 

◎
参
加
申
込
み
は
各
支
部
ま
で 


